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佐
藤
直
方
の
正
統
論
と
人
物
評
価
を
め
ぐ
っ
て関

八千
L

白
T

雄

序

佐
藤
直
方
二
六
五
O
｜
一
七
一
九
〉
は
、
山
崎
闇
斎
の
高
弟
で
あ
り
、
「
崎
門
の
三
傑
」
と
称
さ
れ
る
。
程
朱
学
を
江
戸
期
の
日
本

で
再
構
成
し
、
「
体
認
」
し
て
い
く
学
風
を
有
す
る
崎
門
学
派
の
な
か
で
も
、
自
ら
を
道
学
の
担
い
手
で
あ
る
と
強
く
自
任
し
て
い
た
直

方
の
思
想
は
、
程
朱
学
を
墨
守
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
程
朱
学
を
忠
実
に
尊
奉
す
る
と
し
て
も
、
地

理
的
・
社
会
的
な
差
異
の
あ
る
日
本
の
地
に
い
る
以
上
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
問
題
に
対
処
す

る
方
法
に
お
い
て
、
彼
の
思
想
の
特
色
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
当
時
直
方
の
周
辺
に
起
こ
っ
た
議
論
の
う
ち
、
湯
武
放
伐
を
不
可
で
は
な
い
と
し
た
点
、
皇
統
の
万
世
一
系
を
定

理
で
は
な
い
と
し
、
そ
れ
に
関
連
し
て
神
道
を
攻
撃
し
た
点
、
楠
正
成
を
尊
ぶ
者
を
非
と
し
た
点
に
つ
い
て
、
「
湯
武
論
」
、
「
中
国
論
集
」
、

「
ふ
た
葉
」
と
い
っ
た
直
方
の
著
作
を
中
心
に
し
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
直
方
の
社
会
的
事
象
を
判
断
す
る
方
法
論
、
及

び
そ
の
社
会
的
判
断
と
思
想
と
の
連
聞
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

湯
武
放
伐
論
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に
「
湯
武
論
」
を
資
料
と
し
て
、
湯
武
放
伐
論
を
め
ぐ
る
直
方
の
言
説
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
「
湯
武
論
」
と
は
享
保
三
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年
二
七
一
八
、
直
方
六
十
九
歳
）
に
、
段
の
湯
王
・
周
の
武
王
の
放
伐
に
関
し
て
交
わ
さ
れ
た
議
論
を
筆
録
し
た
著
述
で
あ
り
、
『
輯

蔵
録
』
巻
十
六
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
夏
の
架
王
を
段
の
湯
王
が
、
段
の
材
王
を
周
の
武
王
が
放
伐
し
た
こ
と
を
め
ぐ
る
湯
武
放
伐

論
は
、
「
仁
を
賊
ふ
者
、
之
を
賊
と
謂
ふ
。
義
を
賊
ふ
者
、
之
を
残
と
謂
ふ
。
残
賊
の
人
、
之
を
一
夫
と
謂
ふ
。
一
夫
材
を
諒
す
る
こ
と

を
聞
く
。
未
だ
君
を
試
す
る
こ
と
を
聞
か
ず
」
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
〉
と
す
る
孟
子
以
来
、
放
伐
を
可
と
す
る
考
え
が
主
流
で
あ
っ
た
。

自
ず
と
こ
の
問
題
は
、
崎
門
学
派
内
で
も
議
論
の
主
要
な
テ
I
マ
と
な
り
、
佐
藤
直
方
と
三
宅
尚
斎
が
放
伐
を
可
と
し
た
一
方
で
、
山
崎

闇
斎
と
浅
見
桐
斎
は
放
伐
を
不
可
と
す
る
立
場
を
取
っ
た
。
闇
斎
は
韓
愈
の
『
拘
幽
操
』
を
表
章
刊
行
し
、
綱
斎
は
『
靖
献
遺
言
』
を
作

る
こ
と
で
、
君
臣
の
義
を
強
調
し
、
孟
子
以
来
の
放
伐
を
是
と
す
る
論
調
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
崎
門
学
派
の
一
種
の
特
色
と
も

言
え
る
動
向
に
対
し
て
、
直
方
と
尚
斎
の
立
場
は
、
従
来
の
放
伐
を
是
と
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
。
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
尚
斎
が

著
書
の
『
黙
識
録
』
の
中
で
、
闇
斎
の
説
を
「
神
随
一
干
の
鈴
弊
」
と
切
り
捨
て
、
放
伐
を
是
と
す
る
旨
の
直
方
の
議
論
を
取
り
上
げ
て
、
「
此

の
論
、
孟
子
の
意
を
発
し
得
る
こ
と
甚
だ
端
的
な
り
」
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
箇
所
か
ら
も
、
闇
斎
の
立
場
と
、
直
方
の
立
場
と
が

異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
直
方
と
尚
斎
の
議
論
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
こ
の
「
湯
武
論
」
で
あ
る
。

以
下
「
湯
武
論
」
に
お
い
て
直
方
の
放
伐
論
を
概
観
し
て
い
く
が
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
要
点
を
述
べ
て
お
く
と
、
〈
ご
湯
武
放
伐
の

よ
う
な
放
伐
は
、
非
常
時
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
聖
賢
が
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
条
件
付
き
の
「
権
道
」
で
あ
る
、
三
一
〉
君
主
を

臣
下
が
試
す
る
こ
と
は
非
道
で
あ
る
が
、
天
を
君
と
し
人
を
皆
臣
下
と
考
え
る
構
図
へ
と
転
換
す
れ
ば
、
天
命
に
よ
り
「
権
道
」
が
保
証

さ
れ
る
、
と
い
う
点
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
以
下
、
「
湯
武
論
」
に
即
し
て
考
察
し
て
い
く
。

「
経
ハ
常
道
鉄
定
当
然
ノ
道
理
、
学
者
ノ
則
ト
ス
ル
処
ゾ
。
権
ハ
変
二
処
ル
ノ
道
一
一
テ
、
是
ハ
大
賢
以
上
ノ
コ
ト
デ
、
学
者
ノ
手
ノ

届
ク
コ
ト
デ
ナ
シ
o
」

「
後
一
一
ト
ク
ト
合
点
シ
テ
ミ
レ
パ
、
湯
武
ノ
放
伐
ヲ
シ
ラ
レ
タ
ノ
デ
、
夕
、
ン
カ
一
一
聖
人
ト
云
コ
ト
ガ
知
レ
タ
リ
。
ナ
ゼ
ニ
ト
云
ヘ
パ
、

放
伐
ハ
権
ナ
リ
。
権
ハ
大
賢
以
上
、
道
ト
一
ツ
一
一
ナ
ツ
タ
人
ノ
ス
ル
コ
ト
ア
レ
パ
、
聖
人
タ
ル
ハ
少
モ
紛
ル
、
コ
ト
ナ
シ
。
」

放
伐
と
は
「
権
道
｜
変
に
処
る
、
異
常
時
の
臨
機
応
変
の
活
下
」
で
あ
っ
て
、
異
常
時
と
い
う
条
件
か
つ
大
賢
以
上
の
者
で
あ
る
と
い

う
条
件
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
論
理
を
逆
方
向
か
ら
見
れ
ば
、
湯
武
は
放
伐
を
成
し
得
た
た
め
大
賢
以
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上
の
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
放
伐
を
成
し
得
た
結
果
、
そ
の
者
を
聖
賢
と
み
な
す
と
い

う
方
向
の
論
理
は
、
と
も
す
れ
ば
、
「
権
道
」
を
用
い
る
資
格
の
無
い
者
が
君
主
を
廃
し
て
自
身
が
君
位
に
就
く
際
の
口
実
、
君
位
纂
奪

の
正
当
化
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
直
方
は
、
異
常
時
と
い
う
条
件
を
強
調
す
る
。
「
権
道
」
を
用
い
る
に
は
、
特
定
の
条

件
が
必
要
で
あ
り
、
「
権
道
」
を
自
己
の
正
当
化
の
道
具
と
し
た
時
点
で
、
放
伐
は
「
権
道
」
で
は
な
く
な
り
、
た
だ
の
纂
奪
と
な
っ
て

し
ま
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
続
け
て
見
て
い
く
。

「
湯
武
一
一
チ
リ
ホ
ド
デ
モ
天
下
一
一
望
ノ
ア
ツ
タ
デ
ナ
イ
ト
云
コ
ト
ハ
、
ヨ
ク
誰
モ
合
点
、
ン
タ
コ
ト
ゾ
。
ス
レ
パ
何
ト
シ
テ
ア
ノ
様
ナ

コ
ト
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ゾ
ト
一
五
ヘ
パ
、
築
材
ガ
暴
虐
イ
タ
ラ
ザ
ル
処
ナ
ク
、
民
ヲ
煎
リ
ア
グ
ル
様
フ
ナ
其
時
節
ヘ
生
レ
ラ
レ
タ
故
ゾ
。
ソ

コ
デ
天
カ
ラ
云
ツ
ケ
テ
放
伐
ヲ
サ
セ
ラ
レ
タ
ゾ
o
」

「
但
泰
伯
丈
王
ノ
心
中
ハ
、
我
等
式
ノ
察
識
ス
ル
コ
ト
ハ
ナ
シ
。
謀
叛
ノ
心
デ
ナ
イ
ハ
、
ド
レ
デ
モ
一
ツ
ナ
筈
。
事
ハ
ア
タ
ツ
タ
処

ノ
サ
パ
キ
デ
ア
ロ
ウ
o
」

み
小

「
了
ド
湯
武
ハ
雨
フ
リ
一
一
合
羽
傘
デ
花
見
一
一
ユ
カ
レ
タ
ゾ
。
ナ
ン
ボ
イ
ヤ
デ
モ
雨
フ
ル
ト
キ
ハ
雨
装
束
セ
子
パ
ナ
ラ
ヌ
o
」

「
武
王
ハ
天
命
一
一
従
フ
テ
権
道
ヲ
行
レ
タ
モ
ノ
ゾ
。
然
ラ
パ
イ
ツ
デ
モ
天
命
ハ
権
道
カ
ト
一
五
ヘ
パ
、
常
道
ス
グ
一
一
天
命
、
権
道
ス
グ

一
一
天
命
也
。
：
・
〈
中
略
〉
：
・
伯
夷
ハ
、
イ
ツ
モ
天
気
ハ
ヨ
イ
ト
定
メ
、
武
王
ハ
又
雨
フ
リ
モ
ア
ル
モ
ノ
ト
、
雨
具
ノ
用
意
ヲ
セ
ラ
レ

タ
ホ
ド
ノ
コ
ト
ゾ
o
」
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放
伐
が
常
に
是
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
雨
降
り
に
花
見
に
行
く
」
と
い
う
「
変
」
な
状
況
下
で
、
予
め
「
雨
具
の
準
備
を
し
て
い

る
（
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
予
め
虎
視
耽
々
と
準
備
を
し
て
い
る
と
い
う
意
で
は
な
く
、
「
謀
叛
の
心
で
な
い
」
状
態
で
、
権
道
に
対

応
で
き
る
資
質
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
聖
賢
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
初
め
て
放
伐
を
是
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
「
武

王
は
天
命
に
従
っ
て
権
道
を
行
っ
た
」
と
す
る
論
理
の
背
景
に
は
、
理
を
重
視
す
る
君
臣
の
位
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

架
玉
、
材
王
を
君
と
す
る
と
こ
ろ
に
視
点
を
据
え
れ
ば
、
確
か
に
湯
玉
、
武
王
が
臣
で
あ
る
が
、
天
と
い
う
存
在
を
意
識
す
れ
ば
、
天
〈
君

主
〉
｜
架
王
・
材
王
〈
家
老
）
｜
湯
王
・
武
王
（
下
位
の
臣
で
あ
る
側
用
人
や
足
軽
物
頭
）
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
成
立
し
、
君
主
で

あ
る
天
が
、
下
位
の
臣
下
で
あ
る
湯
・
武
に
命
じ
て
、
｛
歪
も
で
あ
る
架
・
材
を
放
伐
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
何
の
問
題
も
な
い
と



い
う
の
が
直
方
の
主
張
で
あ
る
。

「
湯
武
カ
ラ
築
材
ヲ
ミ
レ
パ
君
臣
ナ
レ
ド
モ
、
天
カ
ラ
見
タ
ト
キ
ハ
、
築
材
ハ
家
老
、
湯
武
ハ
用
人
物
頭
ノ
ヤ
フ
ナ
モ
ノ
ゾ
。
然
レ

パ
天
カ
ラ
放
伐
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
タ
レ
パ
、
イ
ヤ
ト
云
ハ
レ
ヌ
ゾ
。
コ
、
デ
イ
ヤ
ト
云
ト
家
老
ヲ
大
切
一
一
シ
テ
、
君
命
一
一
背
ト
云
モ
ノ
ゾ
。
」

「
武
王
モ
・
・
・
天
ヨ
リ
征
伐
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
、
ヵ
ラ
ハ
、
ウ
ツ
ベ
キ
筈
。
材
ト
我
ト
ヲ
見
レ
パ
君
臣
ナ
レ
ド
モ
、
天
命
ノ
オ
モ
キ
二
カ
ヘ

ル
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
ト
テ
ウ
タ
レ
タ
ゾ
。
是
ガ
権
道
ナ
リ
o
」

梁
・
材
〈
君
〉
｜
湯
・
武
〈
臣
〉
と
い
う
構
図
か
ら
、
天
〈
君
〉
｜
架
・
材
〈
｛
歪
も
〉
｜
湯
・
武
（
用
人
物
頭
〉
と
い
う
構
図
へ
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
こ
そ
が
、
彼
の
湯
武
放
伐
論
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
、
天
な
い
し
は
理
を
持
ち
出
し
て

捌
く
と
い
う
姿
勢
こ
そ
が
湯
武
放
伐
論
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
「
正
統
論
」
、
「
中
国
論
」
、
「
赤
穂
四
十
六
士
論
」
、
そ
し
て
日
本
の
国
体
に
か

か
わ
る
「
皇
統
論
」
等
を
処
理
す
る
方
法
に
大
い
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
直
方
が
中
固
と
日
本
と
い
う
社
会
的
差
異
の
狭
間
に
身

を
置
い
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
如
何
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
読
み
解
く
一
つ
の
関
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

、っか。ま
た
直
方
は
こ
の
湯
武
放
伐
論
の
場
に
お
い
て
も
異
端
、
特
に
垂
加
派
を
激
し
く
論
難
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
箇
所
は
、
「
わ
が
国

の
正
統
は
万
世
に
渡
っ
て
続
き
（
唐
の
地
よ
り
も
〉
素
晴
ら
し
く
優
れ
て
い
る
」
と
す
る
神
道
派
の
主
艇
を
、
日
本
に
晶
買
す
る
も
の
だ

と
し
て
直
方
が
徹
底
し
て
嫌
う
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
嘉
先
生
ノ
湯
武
論
ハ
決
シ
テ
程
朱
ノ
意
ニ
非
ズ
。
」

「
愚
儒
共
日
、
我
等
共
ノ
手
本
一
一
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
対
日
、
ヲ
ノ
レ
ラ
ガ
ザ
マ
デ
、
ア
ノ
マ
ネ
ヲ
セ
フ
ト
思
フ
ハ
猿
狼
ガ
月
ヲ
取
ン
ト
ス

ル
ガ
如
シ
。
推
参
至
極
ノ
俗
儒
ド
モ
メ
ト
大
一
一
シ
カ
ル
（
叱
る
〉
。
世
ノ
神
儒
合
一
ト
意
得
タ
ル
儒
先
達
モ
、
愛
ガ
ハ
キ
ト
ス
マ
ヌ

ユ
ヘ
、
孔
子
・
孟
子
ノ
精
ヲ
出
シ
テ
云
ヒ
ラ
カ
レ
タ
義
理
ヲ
、
ム
シ
ロ
（
荏
〉
ヲ
カ
ケ
テ
ヲ
、
ヒ
〈
覆
ひ
〉
、
世
一
一
知
ラ
セ
ヌ
様
一
一

ス
ル
。
ソ
レ
ヲ
タ
ワ
ケ
タ
書
生
メ
ラ
ガ
、
サ
テ
モ
有
ガ
タ
イ
ノ
常
道
カ
ラ
見
レ
パ
、
湯
武
モ
ハ
リ
ツ
ケ
人
ジ
ャ
。
鹿
ク
ラ
ヒ
ノ
唐
人

メ
、
我
邦
正
統
再
々
世
ノ
御
目
出
度
ヲ
シ
ラ
セ
タ
イ
ト
云
一
ア
、
何
ヤ
ラ
書
物
ヲ
作
一
ア
板
行
サ
セ
テ
、
諸
人
ノ
眼
目
ヲ
フ
サ
グ
。
鳴
呼
、

可
悲
哉
o
」
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こ
の
俗
儒
・
神
道
者
批
判
は
、
日
本
古
来
の
神
道
を
尊
奉
す
る
立
場
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
日
本
の
道
を
学
ば
ず
、
程
朱
学
と
り
わ
け
四

書
近
思
録
を
中
心
に
学
ぶ
直
方
の
方
こ
そ
中
華
か
ぶ
れ
で
異
常
で
あ
る
と
反
論
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
直
方
の
こ
の
立
場
に
は
、

生
来
の
醒
め
た
日
で
冷
静
な
判
断
に
努
め
る
と
い
う
性
格
と
、
天
、
換
言
す
れ
ば
、
普
遍
的
な
理
と
い
う
も
の
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
葛
藤
を
乗
り
越
え
て
い
く
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
と
一
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
日
本
と
中
国
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
次

節
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

中
国
論
を
め
ぐ
っ
て

江
戸
期
の
日
本
で
朱
子
学
を
尊
奉
す
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
如
何
に
し
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
か
と
い
う
点
を
、
こ
こ
で
は
「
中
国
論

集
」
を
資
料
と
し
て
考
察
し
て
い
く
。
宝
、
水
三
年
二
七
O
六
、
直
方
五
十
七
歳
〉
に
成
立
し
た
「
中
国
論
集
」
と
は
、
直
方
の
門
人
で

あ
る
小
野
信
成
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
後
に
『
韓
蔵
録
』
巻
十
四
に
収
録
さ
れ
る
。
当
時
、
中
国
を
「
中
国
」
と
し
、
「
日

本
」
を
「
夷
秋
」
と
す
る
こ
と
を
非
と
し
た
浅
見
綱
斎
以
降
、
こ
の
中
国
夷
抗
論
は
学
派
内
で
紛
紛
と
し
た
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
直
方
は
、
日
本
に
生
ま
れ
た
者
が
日
本
を
「
夷
秋
」
と
呼
ぶ
の
は
忍
び
な
い
と
い
う
の
は
、
情
に
流
さ
れ
た
議
論
だ
と
す
る
立
場

を
と
る
。
以
下
、
先
ず
直
方
に
と
っ
て
の
「
中
国
」
た
る
条
件
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

「
中
国
・
夷
放
の
分
に
は
、
地
形
的
側
面
か
ら
の
説
明
と
道
徳
的
側
面
か
ら
の
説
明
と
い
う
二
筋
が
あ
る
が
」
と
い
う
戎
聞
に
対
し
て
、

「
答
日
、
其
二
筋
ア
ル
ト
云
ガ
ハ
ヤ
非
ナ
リ
。
中
国
夷
秋
ヲ
最
初
一
一
定
タ
ル
聖
人
、
二
筋
ア
ル
ト
一
五
ヘ
ル
ニ
非
ズ
。
其
後
ノ
聖
賢
ノ

説
ラ
セ
見
ヘ
ズ
。
色
々
ノ
説
ヲ
立
テ
中
国
ヲ
一
定
セ
ヌ
方
一
一
云
ハ
、
自
分
一
一
コ
シ
ラ
ヘ
タ
〈
搭
へ
た
〉
説
ナ
レ
パ
、
公
論
一
一
ア
ラ
ズ
。

実
ハ
、
中
国
ト
ハ
唐
九
州
ノ
コ
ト
、
夷
秋
ハ
四
辺
ジ
ヤ
ト
心
中
一
一
ハ
自
然
ト
理
会
シ
テ
ヲ
レ
ド
モ
、
五
口
国
ヲ
夷
秋
ト
云
ヘ
パ
疎
遠
一
一

ナ
ル
ト
云
親
切
ノ
情
一
一
ク
ラ
ン
デ
、
偏
説
ヲ
主
張
ス
。
心
中
独
知
ノ
所
ヲ
省
察
シ
タ
ト
キ
一
一
、
唐
ヲ
夷
秋
ジ
ヤ
ト
ハ
ヲ
モ
ワ
ヌ
筈
也
。

唐
ヲ
中
国
一
一
シ
又
夷
欽
一
一
シ
、
朝
鮮
日
本
ヲ
モ
中
国
一
一
シ
夷
欽
一
一
ス
ル
ト
云
ナ
ラ
パ
、
天
竺
南
蛮
睦
担
モ
中
国
一
一
ス
ル
筈
ナ
ル
一
一
、

ア
レ
ヲ
パ
中
国
二
セ
マ
イ
ト
云
ハ
私
論
ナ
リ
。
仏
者
方
ニ
ハ
、
天
竺
ヲ
中
国
ト
云
説
ア
リ
。
サ
テ
唐
ヲ
夷
秋
一
一
シ
外
ヲ
中
国
ト
云
ハ
、
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ケ
ツ
シ
テ
地
形
デ
ハ
云
ハ
レ
ヌ
ゾ
。
唐
ヲ
中
国
、
外
ヲ
夷
秋
ト
云
ハ
云
一
一
ク
キ
コ
ト
ハ
ナ
シ
。
人
心
ノ
自
然
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
宜
哉
、

中
国
夷
秋
ト
云
コ
ト
ハ
、
聖
人
天
地
全
体
ノ
中
ヲ
ハ
カ
ツ
テ
中
国
ヲ
中
国
ト
シ
、
外
国
ヲ
夷
秋
ト
定
メ
ヲ
ケ
リ
。
ソ
ノ
成
説
ヲ
変
ズ

ル
ハ
不
忌
樺
之
甚
長
。
聖
人
ガ
我
生
国
ヲ
ホ
メ
テ
中
国
ト
云
、
外
ヲ
夷
秋
ト
賎
シ
ム
ト
云
ハ
て
聖
人
私
意
ノ
甚
キ
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。

今
ヨ
ク
合
点
シ
タ
ル
人
ハ
、
唐
ハ
中
国
、
日
本
ハ
夷
秋
ト
昔
者
カ
ラ
一
定
シ
テ
ア
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
外
ノ
夷
扶
ハ
シ
ラ
ズ
、
日
本
一
一

ヲ
イ
テ
ハ
唐
ニ
モ
ヲ
ト
ラ
ヌ
処
ア
リ
、
我
ハ
日
本
一
一
生
レ
タ
レ
ド
モ
、
実
一
一
学
間
二
士
山
ヲ
立
テ
パ
聖
賢
二
モ
至
ル
ベ
シ
。
其
時
ハ
唐

中
国
デ
モ
ハ
ヂ
入
ル
ベ
シ
ト
心
得
ベ
シ
。
畢
克
此
論
ノ
起
リ
、
日
本
ヲ
中
国
ト
シ
唐
ヲ
夷
秋
ト
云
カ
ラ
出
タ
レ
パ
、
根
本
己
デ
一
一
差

ヘ
リ
。
故
一
一
彼
此
コ
モ
ぐ
窒
擬
シ
、
色
々
ノ
議
論
紛
々
ナ
リ
。
疾
ト
心
気
ヲ
平
一
一
シ
テ
思
量
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
」
と
す
る
。

果
た
し
て
中
国
が
中
国
た
る
条
件
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
方
は
、
日
本
な
い
し
は
朝
鮮
・
天
竺
・
南
蛮
・
睦
鞄
を
「
中
国
」

と
み
な
し
、
中
国
を
「
夷
秋
」
と
み
な
す
よ
う
な
説
は
、
「
偏
説
」
で
あ
り
「
公
論
」
で
は
な
い
と
切
っ
て
捨
て
る
。
日
本
に
生
ま
れ
た

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
中
国
を
「
中
国
」
で
あ
る
と
自
然
に
認
識
で
き
る
一
方
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
日
本
を
「
夷
秋
」
と
し
て
し
ま
う

こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
「
親
切
の
情
」
を
判
断
基
準
に
影
響
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
「
偏
説
」
と
な
る
と
い
う
の
が

直
方
の
論
理
で
あ
る
。
ま
た
中
国
を
「
中
国
」
と
呼
称
し
た
古
来
の
聖
人
は
、
あ
く
ま
で
も
「
天
地
全
体
の
中
」
を
判
断
基
準
と
し
て
中

国
を
「
中
国
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
僅
か
で
も
「
自
国
を
褒
め
他
国
を
賎
し
む
私
意
」
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
天
下
の
公
論
」

で
は
な
い
の
だ
と
す
る
。
直
方
の
中
国
論
に
お
け
る
主
な
言
説
は
、
自
丈
化
中
心
主
義
に
陥
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
点
、
聖
人
の
定
め

た
「
中
国
」
に
つ
い
て
の
成
説
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
点
か
ら
主
張
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
日
本
に
生
ま
れ
た
身
な
が
ら
中

国
の
聖
人
の
説
を
遵
守
す
る
行
動
を
取
る
時
点
で
、
直
方
自
身
中
国
に
肩
入
れ
し
た
「
偏
説
」
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
反
論

が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
で
彼
は
、
自
身
の
言
説
及
び
聖
人
の
言
説
は
「
天
下
の
公
論
」
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ

の
「
公
論
」
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
「
公
理
」
を
持
ち
出
し
て
論
ず
る
。

「
儒
書
ヲ
読
ン
ダ
力
一
一
テ
、
中
国
ハ
善
、
夷
秋
ハ
悪
ト
云
コ
ト
ヲ
知
一
ア
、
我
生
レ
シ
国
ヲ
ヒ
イ
キ
〈
晶
買
〉
ス
ル
存
念
ハ
殊
勝
ナ
レ

ド
モ
、
天
下
ノ
公
理
ヲ
知
ラ
ズ
、
聖
賢
成
説
ヲ
変
乱
ス
ル
一
一
陥
ル
ハ
、
ニ
ガ
く
〈
苦
々
〉
シ
キ
コ
ト
也
o
」

「
ト
カ
ク
〈
兎
角
〉
太
極
ヲ
主
君
一
一
シ
テ
、
各
国
皆
家
中
ト
合
点
ス
レ
パ
、
位
ノ
高
下
、
禄
ノ
大
小
夫
く
二
定
テ
ア
レ
パ
、
ヒ
イ
キ
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シ
テ
ホ
メ
過
ル
コ
ト
モ
ナ
ク
、
一
一
ク
イ
ト
云
テ
一
尺
ノ
者
ヲ
五
寸
ト
云
コ
ト
モ
ナ
ラ
ヌ
o
」

直
方
の
言
説
、
ひ
い
て
は
直
方
が
信
じ
る
聖
賢
の
言
説
の
よ
す
が
と
な
る
「
天
下
の
公
理
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
公
理
・
太
極
が
「
主

君
」
で
あ
り
、
中
国
・
夷
秋
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
「
家
中
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
湯
武
放
伐
論
を
処
理
す
る
直
方
の
方

法
論
と
同
様
の
構
造
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
中
国
」
対
「
夷
扶
」
と
い
う
名
分
論
に
置
か
れ
た
着
眼
点
が
、
太
極
、
公
理
と
い

う
「
理
」
の
問
題
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
、
直
方
は
そ
の
普
遍
的
、
絶
対
的
な
「
理
」
を
信
じ
る
こ
と
で
中
国
論
に
対
処
す
る
の
で
あ
る
。
「
理
」

で
さ
ば
く
こ
と
に
よ
り
、
中
国
を
過
度
に
尊
奉
す
る
中
国
中
心
主
義
か
ら
一
線
を
画
そ
う
と
務
め
る
と
同
時
に
、
過
度
に
日
本
中
心
主
義

に
傾
く
者
だ
と
し
て
垂
加
神
道
派
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
く
。

「
神
道
者
ノ
様
ニ
善
悪
是
非
ニ
カ
マ
ワ
ズ
、
メ
ツ
タ
ニ
我
邦
ヲ
尊
信
ス
ル
ガ
ヨ
キ
ト
云
ナ
レ
パ
、
学
問
モ
入
リ
不
申
候
。
」

「
サ
テ
、
日
本
ハ
中
国
一
一
シ
テ
万
国
二
勝
レ
タ
リ
ト
神
道
者
ノ
云
ハ
、
心
得
ガ
タ
キ
コ
ト
一
一
テ
候
。
」

こ
こ
で
直
方
は
、
神
道
者
が
日
本
を
「
万
国
に
勝
る
」
と
す
る
偏
説
を
退
け
る
。
ま
た
、
「
日
本
に
生
ま
れ
て
、
無
学
の
人
は
唐
を
慕

わ
な
い
の
は
尤
も
で
あ
る
が
、
聖
人
の
学
に
志
す
者
は
、
経
書
の
意
、
聖
人
の
意
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
唐
を
慕
う
べ
き
で
は
な
い

の
か
」
と
い
う
戎
聞
に
対
し
て
は
、
「
日
本
ノ
前
輩
宿
儒
、
何
ト
モ
ハ
キ
ト
シ
タ
人
ナ
シ
。
サ
テ
唐
ノ
書
ヲ
カ
ラ
ズ
一
一
、
日
本
ノ
書
デ
天

地
自
然
ノ
道
ヲ
求
ル
書
ア
ラ
パ
幸
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
五
口
不
才
、
イ
マ
ダ
其
書
ヲ
考
ル
コ
ト
ナ
キ
ユ
ヘ
、
弱
年
ヨ
リ
ミ
ツ
ケ
タ
儒
書
ヲ

日
本
口
ナ
ガ
ラ
読
デ
道
ヲ
求
ム
ル
外
ハ
ナ
シ
」
と
答
え
る
。
あ
く
ま
で
も
「
天
地
自
然
の
道
」
を
求
め
る
こ
と
が
本
意
で
あ
り
、
そ
れ
を

示
し
て
い
る
書
が
日
本
に
あ
れ
ば
よ
い
が
、
従
来
そ
の
よ
う
な
書
が
な
い
た
め
、
儒
童
日
を
読
み
道
を
求
め
る
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
中

国
寄
り
の
「
偏
説
」
に
陥
っ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
道
者
の
自
国
に
偏
っ
た
説
を
批
判
し
、
あ
く
ま

で
も
「
偏
説
」
に
傾
か
な
い
立
場
を
取
ろ
う
と
す
る
が
、
直
方
の
批
判
は
更
に
日
本
の
正
統
論
の
原
理
的
な
次
元
に
ま
で
及
ぶ
。

「
戎
人
間
日
、
日
本
ハ
小
国
ナ
レ
ド
モ
、
天
神
七
代
地
神
五
代
以
来
、
神
道
ト
云
ケ
ツ
コ
ウ
（
結
構
）
ナ
ル
教
ア
リ
。
サ
ル
一
一
ヨ
ツ
テ
、

神
道
ヲ
学
パ
ヌ
人
ハ
日
本
一
一
生
レ
タ
益
ナ
ク
、
神
明
ノ
御
心
二
モ
カ
ナ
〈
叶
〉
ワ
ズ
、
子
孫
繁
昌
ス
ル
コ
ト
モ
ナ
シ
。
日
本
ハ
古
来

ヨ
リ
神
国
ト
云
一
ア
、
高
田
一
一
ス
グ
レ
結
構
ナ
ル
国
ナ
リ
」
、
「
直
方
先
生
答
日
、
唐
土
天
竺
南
蛮
ハ
何
国
一
一
テ
候
ヤ
。
日
本
パ
カ
リ
神

国
一
一
テ
各
別
ケ
ツ
コ
ウ
〈
結
構
〉
ナ
ル
処
ジ
ヤ
ト
ハ
、
誰
人
ノ
定
メ
ヲ
キ
タ
ル
コ
ト
一
一
テ
候
ヤ
。
神
国
ノ
神
ト
云
ハ
、
他
邦
一
一
ハ
ナ
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キ
モ
ノ
一
一
テ
候
ヤ
。
天
地
ノ
中
、
人
ノ
外
ハ
皆
鳥
獣
ノ
類
一
一
テ
、
賎
キ
モ
ノ
也
。
人
ハ
高
物
之
霊
ナ
レ
パ
、
入
国
ト
コ
ソ
申
ベ
キ
一
一
、

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
お
お
な
む
ち

人
ノ
外
ノ
神
ト
申
コ
ト
心
得
ガ
タ
ク
候
。
天
照
大
神
大
己
責
ノ
類
ハ
、
人
一
一
テ
無
之
候
ヤ
。
サ
テ
我
ガ
生
レ
シ
国
ヲ
パ
、
売
薬
ヲ

ス
ル
者
ノ
様
一
一
、
我
レ
パ
カ
リ
ヲ
ヨ
シ
ト
云
テ
自
慢
ス
ル
コ
ト
一
一
テ
候
パ
、
秦
ノ
始
皇
帝
ガ
先
祖
一三
誼
ス
ル
ヲ
禁
ジ
タ
ル
ト
同
事
也
。

ソ
レ
ナ
レ
パ
天
下
之
公
理
ヲ
パ
不
被
申
候
。
」

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

こ
こ
で
直
方
は
日
本
の
「
神
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
天
照
大
御
神
や
大
己
貴
命
と
い
う
神
も
人
で
は
な
い
の
か
と
言
う
の
で
あ
る
。

丸
山
真
男
氏
は
、
日
本
神
話
の
構
造
を
、
「
『
天
』
を
皇
祖
神
に
直
結
し
、
天
照
↓
噴
噴
杵
尊
↓
歴
代
皇
統
と
い
う
血
統
的
連
続
の
正
当
性

の
引
照
基
準
と
し
て
『
継
天
立
極
』
を
持
出
す
」
と
説
明
す
る
が
、
「
天
」
｜
「
天
照
」
・
・
「
神
武
」
：
と
い
う
日
本
的
皇
統
観
は
、
直

方
に
と
っ
て
非
常
に
都
合
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
湯
武
論
、
中
国
夷
抗
論
に
お
け
る
直
方
の
立
場
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
天

照
大
神
社
一
寸
の
神
を
「
人
」
と
す
る
こ
と
で
、
天
ー
人
〈
天
照
・
大
己
責
・
・
〉
と
い
う
構
図
で
捉
え
た
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
あ
ら

ゆ
る
事
象
よ
り
高
次
な
位
相
に
想
定
さ
れ
る
「
天
」
「
理
」
を
主
と
し
て
、
湯
武
放
伐
論
や
中
国
夷
抗
論
を
さ
ば
い
た
直
方
と
、
皇
統
そ

の
も
の
と
「
天
」
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
神
道
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
直
方
は
学
問
観
か
ら
も
異
端
の
排
斥
を
己
が
任
務
と
し

た
が
、
神
道
者
は
日
本
中
心
主
義
に
偏
る
と
い
う
心
情
的
な
点
、
天
の
普
遍
性
を
破
壊
し
て
し
ま
う
道
統
論
的
見
地
と
い
う
面
か
ら
も
、

直
方
に
と
っ
て
神
道
批
判
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
、
湯
武
放
伐
を
不
可
で
は
な
い
と
し
た
点
、
皇
統
の
万
世
一
系
を
定
理

で
は
な
い
と
し
、
そ
れ
に
関
連
し
て
神
道
を
攻
撃
し
た
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
中
国
の
放
伐
、
中
国
・
日
本
の
関
係
性
と
進
め
て
き

た
論
を
、
日
本
の
問
題
へ
と
移
し
、
次
節
で
は
直
方
に
よ
る
日
本
の
人
物
評
価
に
つ
い
て
、
近
世
武
士
に
ま
つ
わ
る
物
語
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

で
あ
る
「
ふ
た
葉
」
を
資
料
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

人
物
評
価
を
め
ぐ
っ
て

直
方
の
著
作
の
特
徴
は
、
闇
斎
以
来
の
崎
門
学
派
の
流
れ
に
違
わ
ず
、
『
四
童
日
集
註
』
、
『
近
思
録
』
、
『
朱
子
語
類
』
、
『
朱
子
丈
集
』
と
い
っ

た
朱
子
の
著
述
中
か
ら
抄
出
し
た
書
物
を
刊
行
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
刊
本
を
底
に
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
講
義
は
門
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人
に
よ
り
筆
録
さ
れ
、
『
講
学
鞭
策
録
講
義
』
、
『
道
学
標
的
講
義
』
等
が
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
抄
出
刊
本
と
、
講

義
や
学
談
を
筆
記
し
た
莫
大
な
量
の
写
本
資
料
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
刊
本
・
写
本
の
大
部
分
が
門
弟
の
稲
葉
黙
斎
に
よ
っ

て
、
直
方
没
後
に
『
輯
蔵
録
』
と
し
て
編
集
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
特
異
な
性
格
を
も
つ
の
が
、
『
韓
蔵
録
』
巻
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
士
山
の
〉
め
」
、
「
お
だ
ま
き
」
、
「
ふ
た
葉
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
日
本
の
古
典
文
学
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
直
方
の
著
作
の
中
で
は
異
彩
を
放
つ
も
の
で
あ
る
が
、
朱
子
学
と
は
距
離

を
置
く
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
従
来
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
『
徒
然
草
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
「
し
の

の
め
」
、
『
女
郎
花
物
韮
巴
か
ら
抄
出
さ
れ
た
「
お
だ
ま
き
」
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
か
る
数
種
の
軍
記
物
か
ら
抄
出
さ
れ
た
「
ふ

た
葉
」
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
「
ふ
た
葉
」
に
注
目
し
た
い
。

（
日
）
い
と
う
す
け
き
ょ
（
日
）
や
ひ
ょ
う
び
ょ
う
え
む
ね
き
ょ
（
汀
）
あ
ん

「
ふ
た
葉
」
の
構
成
は
、
首
に
『
小
学
』
嘉
言
の
語
を
冠
し
て
幼
童
勧
学
の
書
た
る
こ
と
を
一
不
し
、
伊
東
祐
清
・
弥
平
兵
衛
宗
清
・
安

ど
う
に
？
っ
A
さ
っ
せ
い
し
？
っ
（
日
）
お
苧
っ
ち
の
す
け
（
日
）
く
す
の
き
ま
さ
つ
ら

東
入
道
聖
秀
・
大
内
介
降
参
事
・
楠
正
行
と
様
々
な
武
将
に
つ
い
て
の
軍
記
を
取
り
あ
げ
、
跡
部
良
顕
の
語
、
奥
書
へ
と
続
き
、
一

（却）

貫
し
て
君
臣
の
義
に
殉
じ
た
者
を
称
揚
し
、
保
身
の
た
め
の
投
降
を
非
難
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
、
楠
正
行
の

条
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

く
す
の
き
ま
さ
し
げ

楠
正
成
の
子
、
正
行
は
南
朝
吉
野
側
の
武
将
で
、
室
町
幕
府
側
の
高
師
直
ら
と
の
戦
に
敗
れ
て
自
害
し
た
。
そ
の
正
行
と
師
直
と
い

う
二
人
の
人
物
と
、
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
た
弁
内
侍
と
い
う
女
性
に
ま
つ
わ
る
話
を
ま
と
め
て
い
る
。
正
行
は
南
朝
の
た
め
に
身
を
捧
げ

死
を
も
厭
わ
ぬ
気
概
で
あ
っ
た
た
め
、
内
侍
賜
嫁
と
い
う
帝
の
宣
旨
を
辞
退
し
た
。
他
方
で
師
直
は
、
あ
る
時
は
弁
内
侍
強
奪
を
策
謀
し
、

ま
た
弁
内
侍
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
遺
恨
も
あ
っ
て
、
正
行
を
攻
め
吉
野
を
焼
き
払
っ
た
と
し
て
い
る
。
直
方
は
「
正
行

が
事
は
墓
碑
惇
記
に
も
あ
ら
は
し
、
あ
ま
ね
く
人
に
士
山
ら
せ
た
き
〈
知
ら
せ
た
き
〉
事
な
り
。
我
、
筆
の
力
な
け
れ
ば
、
む
な
し
く
過
ぬ
。

筆
力
あ
ら
ん
人
、
委
し
く
書
記
置
れ
よ
か
し
」
と
称
賛
し
、
「
世
々
の
勇
将
武
夫
、
色
慾
の
ま
ど
ひ
読
む
〉
に
身
を
う
し
な
ひ
、
先
祖
を

は
づ
か
し
め
、
永
く
子
孫
の
け
が
れ
を
な
す
人
、
其
の
数
を
士
山
ら
ず
（
知
ら
ず
ご
と
い
う
状
況
下
で
色
欲
に
惑
う
こ
と
が
無
か
っ
た
と

い
う
点
で
正
行
に
一
定
の
評
価
を
下
す
。
良
顕
が
蹴
丈
に
お
い
て
「
右
、
正
行
筆
記
は
、
佐
藤
直
方
先
生
著
せ
り
。
先
生
ち
か
き
比
、
吉

野
拾
遣
を
読
で
、
正
行
が
志
を
感
じ
、
か
り
そ
め
に
其
あ
ら
ま
し
を
書
き
記
さ
れ
け
れ
ど
も
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
『
吉
野
拾
遺
』
か
ら
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抄
出
し
筆
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
楠
正
行
の
条
に
は
、
跡
部
良
顕
の
蹴
丈
が
あ
り
、
そ
こ
で
良
顕
は
、
後
醍
醐
天
皇
｜
後
村
上
天
皇
｜
長
慶
天
皇
後
亀
山
天
皇
と

γ
2皇
統
を
正
統
と
す
る
南
朝
正
統
論
の
立
場
に
立
ち
、
世
の
北
朝
正
統
論
を
批
判
す
る
姿
勢
を
一
不
す
。
世
に
伝
わ
る
史
書
は
北
朝
を
主

と
し
て
お
り
義
に
暗
い
と
し
て
北
朝
正
統
論
を
非
難
す
る
一
方
で
、
南
朝
を
正
統
と
み
な
す
立
場
で
編
纂
さ
れ
た
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正

（辺）

統
記
』
に
さ
え
も
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
。
親
房
は
当
時
の
天
皇
で
あ
り
自
身
の
主
君
で
あ
る
後
村
上
天
皇
の
衰
微
を
憤
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
足
利
家
を
憎
む
と
い
、
主
恩
か
ら
で
た
「
一
身
怨
怒
の
私
論
」
で
あ
る
点
、
さ
ら
に
は
親
房
が
経
書
に
通
じ
て
い
な

い
た
め
「
天
下
公
共
の
義
理
を
正
す
に
意
な
し
」
と
い
う
点
を
良
顕
は
憂
い
、
意
見
を
直
方
に
求
め
て
い
る
。
す
る
と
直
方
は
良
顕
の
意

見
を
然
り
と
し
『
楠
正
「
基
記
』
を
編
ん
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
良
賢
の
『
神
皇
正
統
記
』
に
対
す
る
論
難
が
果
た
し
て
妥
当
か
否
か
と
い

う
点
に
触
れ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
「
私
論
」
を
嫌
い
冷
静
な
立
場
か
ら
「
公
論
」
を
展
開
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
ま
た
そ
の
た
め
に
は
、

天
下
の
「
公
理
」
「
公
論
」
を
表
し
た
経
書
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う
姿
勢
は
、
直
方
と
同
様
の
見
方
と
言
え
、
直
方
が
「
然
り
」
と

し
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
跡
部
良
顕
の
蹴
丈
は
、
内
容
か
ら
考
え
る
に
「
楠
正
行
」
の
条
の
み
に
係
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
「
楠
正

（お）

行
」
の
条
と
良
賢
の
蹴
丈
は
そ
れ
ら
だ
け
を
独
立
さ
せ
て
、
『
楠
正
行
筆
記
』
と
し
て
後
に
刊
行
も
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
ふ
た
葉
」
は
幼
童
勧
学
の
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
直
接
思
想
に
関
し
て
の
高
等
な
議
論
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
書

と
は
言
え
な
い
が
、
正
行
と
い
う
「
色
欲
」
に
惑
わ
な
か
っ
た
者
へ
の
評
価
、
ま
た
良
顕
の
蹴
丈
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

自
身
の
「
怨
怒
」
と
い
う
情
を
判
断
に
持
ち
込
ん
だ
と
す
る
親
房
へ
の
評
価
か
ら
考
え
る
と
、
直
方
の
人
物
評
価
が
、
「
色
欲
」
と
い
っ

た
人
欲
や
情
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
な
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
直
方
の
学
問
論
、
ひ
い
て
は
朱

子
学
の
学
聞
に
お
い
て
、
人
欲
を
去
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
通
じ
る
。
道
学
を
学
べ
ば
、
人
欲
を
去
る
工
夫
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
理
・
道
を
人
々
に
示
し
た
聖
賢
の
経
書
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ら
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
ま
た
一
つ
の
判
断
基
準
が
生
じ
る
。
我
が
国
の
人
物
の
う
ち
経
書
の
学
に
欠
け
た
者
は
、
結
果
と
し
て
人
欲
を
排
除
し
た
行
動
を

し
て
も
、
生
来
の
資
質
の
良
さ
か
ら
偶
々
道
に
か
な
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
の
だ
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
書
の
保
障
が
な
い
と

い
う
点
か
ら
行
わ
れ
る
直
方
の
言
説
に
つ
い
て
、
正
行
の
父
の
楠
正
成
を
め
ぐ
る
議
論
を
通
し
て
見
て
い
き
た
い
。
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当
時
の
日
本
で
は
、
楠
正
成
に
対
す
る
評
価
は
往
々
に
し
て
高
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
直
方
は
一
定
の
評
価
は
す
る
も
の
の
、
批
判
し

た
言
説
も
多
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
こ
の
佐
藤
直
方
の
楠
正
成
に
関
す
る
批
評
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
森
田
康
之
助
氏
、
若
尾
政

希
氏
の
研
究
が
あ
る
。

森
田
氏
は
、
「
理
に
執
し
、
理
に
偏
す
る
直
方
で
あ
る
が
故
に
、
楠
公
に
対
し
て
も
奇
に
奔
っ
た
批
判
と
な
り
、
理
解
と
な
る
の
も
ま

（
泊
）

た
や
む
を
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
o
」
「
直
方
は
・
ど
こ
ま
で
も
孔
孟
に
学
ぶ
こ
と
を
要
め
る
の
で
あ
る
、
孔
孟

に
学
び
得
た
と
こ
ろ
を
以
て
規
矩
準
縄
と
し
、
総
て
を
律
し
万
事
こ
れ
を
以
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
、
か
う
し
た
考
え
か
た
を

採
る
以
上
は
、
直
方
在
世
の
当
時
の
こ
と
で
あ
る
、
楠
公
の
学
問
や
教
養
に
つ
い
て
は
殆
ど
知
る
と
こ
ろ
の
無
か
っ
た
の
み
、
ま
た
や
む

を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
直
方
の
こ
と
で
あ
る
、
楠
公
を
以
て
一
向
に
無
学
の
俗
人
と
規
定
し
て
、
こ

れ
を
卑
し
む
の
で
あ
っ
た
o
」
と
し
、
直
方
は
理
に
執
し
、
孔
孟
絶
対
主
義
で
あ
っ
た
た
め
に
、
楠
正
成
を
卑
し
ん
だ
の
だ
と
論
じ
る
。

ま
た
若
尾
氏
は
、
「
直
方
は
、
恩
の
反
対
給
付
と
し
て
の
忠
・
孝
を
「
商
売
」
〈
売
買
・
商
取
引
〉
と
見
な
し
軽
蔑
す
る

0

・
・
〈
中
略
〉

・
直
方
に
と
っ
て
忠
・
孝
は
、
臣
・
子
の
君
・
父
へ
の
一
方
的
献
身
行
為
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
君
・
父
の
前
だ
け
で
な
く
独
り
に
な
っ

（
部
）

た
と
き
も
、
忠
・
孝
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
：
〈
中
略
〉
・
忠
・
孝
は
詐
り
の
な
い
切
実
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
o
」
「
そ

れ
が
真
の
忠
・
孝
と
な
る
の
か
、
打
算
的
な
忠
・
孝
に
堕
す
る
か
の
分
岐
は
こ
の
『
自
の
合
点
』
に
か
か
っ
て
い
る
。
：
・
〈
中
略
〉
：
・
聖

賢
の
学
を
学
ば
な
か
っ
た
正
成
は
、
主
義
理
を
探
求
す
る
判
断
力
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
正
成
は
忠
臣
と
呼
び
え
な
い
と
い
う

（
訂
）

の
が
、
直
方
の
結
論
で
あ
る
o
」
と
し
、
聖
賢
の
学
を
学
ん
だ
者
は
真
の
忠
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
聖
学
を
欠
い
た
正

成
は
、
真
の
忠
臣
で
は
な
い
と
す
る
直
方
の
視
点
を
分
析
す
る
。

こ
こ
で
直
方
の
楠
正
成
批
評
の
主
な
論
点
を
挙
げ
る
と
、
「
公
理
」
を
示
し
た
聖
賢
の
学
を
欠
い
た
楠
正
成
の
行
動
を
手
放
し
で
賞
賛

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
我
邦
楠
正
成
ハ
一
向
無
随
一
子
ノ
俗
人
ナ
リ
。
サ
レ
ド
モ
生
質
ヨ
キ
故
、
姦
偽
ノ
徒
ノ
如
ク
一
一
甚
シ
キ
姦
悪
ハ
ナ
シ
。
・
・
・
（
中
略
〉
・
・
・

後
醍
醐
帝
一
一
背
カ
ヌ
モ
義
理
ヲ
知
一
ア
致
シ
タ
ル
ニ
非
ズ
、
生
質
津
儀
ナ
ル
故
ナ
リ
。
児
島
三
郎
・
名
和
長
年
ナ
ド
ノ
類
モ
皆
生
質
ノ

好
キ
ナ
リ
。
其
絵
、
謙
信
・
信
玄
・
信
長
ノ
類
ハ
固
ヨ
リ
不
レ
足
論
。
就
中
、
信
玄
ハ
父
ヲ
無
シ
タ
ル
大
悪
人
、
天
地
ノ
大
罪
ナ
リ
。
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（お）

我
邦
ノ
士
人
、
信
玄
ヲ
尊
重
ス
ル
ハ
無
墜
一
一
テ
、
主
義
理
ヲ
知
ラ
ヌ
故
ナ
リ
。
」

正
鵠
を
得
て
い
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
直
方
は
、
楠
正
成
・
正
行
は
「
無
随
一
干
の
俗
人
」
で
あ
り
、
後
醍
醐
天
皇
と
い
う
正
統
に
背
か

な
か
っ
た
と
い
、
ユ
事
実
も
、
結
果
論
と
し
て
そ
の
行
動
が
た
ま
た
ま
忠
義
に
相
当
し
た
だ
け
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
ま
た
我
が
国
の
人
々

が
む
や
み
に
忠
臣
を
尊
奉
す
る
こ
と
を
も
否
定
し
、
「
無
筆
で
あ
っ
て
義
理
を
知
ら
な
い
」
、
す
な
わ
ち
義
理
・
道
を
示
す
儒
学
、
と
り
わ

け
程
朱
学
を
学
び
道
を
追
求
し
て
い
な
い
者
は
、
そ
れ
ゆ
え
天
下
の
公
理
に
か
な
う
よ
う
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
批
判
す
る
。

ま
た
直
方
は
宝
永
二
年
二
七
O
五
年
、
直
方
五
十
六
歳
〉
に
、
次
の
よ
う
な
「
楠
正
成
墓
石
説
」
を
著
す
。

「
摂
津
の
園
湊
河
に
、
楠
正
成
の
墓
石
あ
り
。
水
戸
中
納
言
源
光
園
君
の
建
つ
る
所
に
し
て
、
其
の
丈
は
則
ち
明
の
舜
水
の
著
述
す

る
所
な
り
。
惇
へ
聞
く
に
、
舜
水
、
姓
は
朱
氏
、
晦
蓬
夫
子
の
後
な
り
。
明
の
思
宗
帝
の
親
族
に
し
て
、
官
は
高
く
禄
は
厚
く
、
固

よ
り
具
位
の
列
に
は
非
ず
。
然
れ
ど
も
崇
禎
年
中
、
思
宗
帝
、
逆
賊
李
自
成
の
矯
に
害
を
被
る
。
此
の
時
に
首
た
り
て
、
舜
水
節
に

伏
し
難
に
死
す
る
能
は
ず
。
君
臣
の
義
に
背
き
、
親
族
の
恩
を
棄
て
、
乱
を
避
け
躯
を
全
く
し
て
、
我
が
固
に
奔
走
し
、
肥
前
長
崎

に
旅
寓
す
。
源
君
、
其
の
姓
名
を
聞
き
、
之
を
招
き
て
之
が
矯
に
賓
客
と
矯
す
。
明
亡
び
て
清
と
矯
る
も
、
舜
水
、
遂
に
我
が
固
に

師
、
せ
ず
し
て
、
屍
を
他
の
土
に
埋
む
れ
ば
、
則
ち
不
忠
不
義
の
人
と
謂
ふ
べ
し
。
朱
子
の
天
に
在
す
の
霊
を
し
て
之
を
視
し
む
れ
ば
、

如
何
と
矯
さ
ん
。
正
成
矯
る
者
も
、
亦
た
山
豆
に
彼
の
稿
賛
を
享
け
て
以
て
慰
め
と
矯
す
こ
と
有
ら
ん
や
。
夫
れ
源
君
、
正
成
の
忠
を

稿
揚
す
る
こ
と
此
く
の
如
き
に
、
舜
水
の
不
義
を
識
ら
ざ
る
は
、
則
ち
何
ぞ
や
。
世
儒
も
亦
た
徒
ら
に
其
の
記
諦
丈
詞
の
富
麗
を
賞

し
て
、
其
の
君
を
忘
れ
身
を
失
ふ
の
醜
辱
を
斥
け
ず
。
時
、
悲
し
む
べ
き
か
な
。
有
し
く
も
聖
賢
の
書
を
謹
む
者
、
此
に
於
て
猶
ほ

排
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
何
ぞ
之
を
向
学
ぶ
者
と
謂
ふ
に
足
ら
ん
や
。
吾
輩
、
尤
も
宜
し
く
深
く
思
ふ
べ
き
所
な
り
。
賓
、
水
二
年
、
仲
秋
の

（別）

日
。
佐
藤
直
方
書
す
o
」

元
禄
五
年
二
六
九
二
〉
に
兵
庫
、
湊
川
神
社
に
穂
川
光
固
の
命
に
よ
っ
て
楠
正
成
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
墓
碑
の
碑
丈
は
、
狩

野
探
幽
の
「
楠
公
父
子
訣
別
図
」
に
寄
せ
た
朱
舜
水
の
賛
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
の
「
楠
正
成
墓
石
説
」
に
お
い
て
は
、
楠
正
成
に
対
す
る
批
評
か
ら
朱
舜
水
に
対
す
る
批
評
へ
と
重
点
が
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
う
。
「
崇

禎
年
間
、
思
宗
帝
が
逆
賊
李
白
成
の
害
を
被
る
と
い
、
ユ
事
態
に
直
面
し
た
が
、
朱
舜
水
は
節
義
の
た
め
の
死
を
選
択
し
な
か
っ
た
。
君
臣
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の
義
に
背
き
、
親
族
の
思
い
を
捨
て
て
、
乱
を
避
け
て
保
身
の
た
め
に
、
我
が
固
に
亡
命
し
た
」
と
、
朱
舜
水
が
亡
命
し
た
点
に
触
れ
、
「
明

朝
が
亡
び
清
朝
と
な
っ
た
が
、
舜
水
は
、
自
身
の
固
に
帰
る
こ
と
な
く
、
屍
を
他
国
の
土
に
埋
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
不
忠
不
義
の
人
で

あ
る
」
と
そ
の
不
義
不
忠
を
攻
め
る
。
そ
し
て
「
正
成
も
、
朱
舜
水
の
称
賛
を
受
け
て
心
安
ら
か
に
眠
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
、

そ
の
明
に
忠
義
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
朱
舜
水
か
ら
表
彰
さ
れ
て
も
正
成
は
浮
か
ば
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
舜
水
を

称
揚
し
、
不
義
を
気
に
掛
け
ず
招
き
入
れ
た
光
固
に
も
、
「
そ
も
そ
も
光
国
公
は
、
正
成
の
忠
義
を
称
揚
し
た
一
方
で
、
何
故
朱
舜
水
の

不
義
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
る
。

当
時
、
朱
舜
水
ひ
い
て
は
徳
川
光
固
を
こ
こ
ま
で
強
く
批
判
し
た
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
異
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
三
宅
尚

斎
も
直
方
の
舜
水
評
価
に
一
定
の
賛
成
を
示
し
て
い
る
。
尚
斎
は
『
黙
識
録
』
に
お
い
て
、
「
朱
舜
水
、
宗
国
持
に
亡
ぴ
ん
と
す
る
時
に

嘗
た
り
て
、
東
海
を
踏
み
我
が
邦
に
来
た
り
。
直
方
先
生
、
丈
を
作
り
て
之
を
非
と
す
。
余
、
安
積
某
の
作
る
所
の
舜
水
行
賓
を
謹
む
。

其
れ
藷
に
来
た
る
は
、
援
兵
を
請
ふ
矯
に
し
て
、
一
義
有
る
が
似
し
。
友
朋
と
邦
に
死
せ
、
ざ
る
は
、
乱
を
避
け
て
一
生
仕
ら
、
ざ
れ
ば
な
り
。

然
れ
ど
も
舜
水
、
明
の
宗
族
に
し
て
、
園
、
夷
の
滅
ぼ
す
所
と
為
り
、
中
国
の
人
、
其
の
難
に
死
す
。
的
嘗
に
逃
る
る
所
無
し
。
而
れ
ど

も
舜
水
、
東
漏
に
遁
れ
、
宗
国
の
亡
ぶ
や
否
や
を
知
ら
ず
。
援
兵
求
む
る
べ
か
ら
ず
ん
ば
、
中
国
に
臨
し
て
、
結
綾
し
て
死
し
て
可
な
り
。

の
が

直
方
先
生
の
非
詩
、
終
に
遣
る
べ
か
ら
ず
。
余
、
行
実
の
称
す
る
所
を
閲
す
る
に
、
豪
逼
に
し
て
才
力
有
る
の
人
と
謂
ふ
べ
き
の
み
」
、

（お）

ま
た
「
直
方
、
深
く
朱
舜
水
の
宗
家
の
亡
ぶ
を
見
て
、
我
が
邦
に
逃
れ
来
た
る
を
責
む
o
」
と
述
べ
て
お
り
、
舜
水
門
人
の
安
積
覚
ら
が

作
成
し
た
『
朱
舜
水
先
生
行
実
』
を
読
み
舜
水
と
い
う
人
物
を
評
価
す
る
一
方
で
、
明
の
滅
亡
か
ら
逃
れ
日
本
の
地
に
来
た
と
い
う
点
に

対
す
る
直
方
の
誹
詩
は
認
め
て
い
る
。
直
方
の
一
連
の
朱
舜
水
批
判
が
果
た
し
て
正
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
ま
で
は
こ
こ
で
は
言
及
し

な
い
が
、
聖
賢
の
童
日
を
学
ん
で
い
な
が
ら
自
身
の
君
主
、
正
統
を
無
視
し
た
朱
舜
水
、
聖
賢
の
書
を
学
ん
で
い
な
が
ら
朱
舜
水
を
不
義
と

し
な
か
っ
た
光
園
、
聖
賢
の
書
を
学
ん
で
い
な
が
ら
そ
れ
ら
を
排
斥
し
な
い
俗
儒
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
井
上
哲
次
郎
氏
が
「
楠
公
を

（刊さ

尚
ぶ
者
を
非
議
し
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
直
方
の
楠
公
を
め
ぐ
る
批
評
の
性
格
を
よ
く
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
聖
学
を
学
ば

な
か
っ
た
楠
公
へ
の
批
判
・
結
果
論
的
に
忠
義
に
合
致
し
た
楠
公
を
、
聖
学
を
学
ん
で
い
な
が
ら
手
放
し
で
評
価
し
た
者
達
へ
の
批
判
と

い
う
二
つ
の
構
造
か
ら
批
判
を
展
開
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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会士
耶口

以
上
、
本
稿
で
は
、
湯
武
放
伐
論
、
中
国
論
、
日
本
中
世
の
人
物
評
を
め
ぐ
る
直
方
の
言
説
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
湯
武
放
伐
論

を
め
ぐ
る
直
方
の
対
処
は
、
現
実
の
君
臣
の
主
従
関
係
か
ら
、
君
を
「
天
」
「
公
理
」
「
道
」
に
引
き
上
げ
て
、
君
〈
天
・
理
〉
臣
〈
架
・

材
・
湯
・
武
・
聖
人
・
万
民
〉
と
す
る
構
造
を
基
本
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
中
国
夷
抗
論
の
場
面
に
お
い
て
も
同
様
の
方
法
論
を
と
り
、

君
〈
天
・
理
〉
｜
臣
〈
各
国
〉
と
な
り
、
中
国
夷
放
の
名
分
は
意
味
を
失
う
も
の
と
な
る
。
ま
た
日
本
と
中
国
の
国
体
に
つ
い
て
論
ず
る

場
合
も
、
君
（
天
・
理
〉
｜
臣
（
聖
人
・
天
子
・
天
照
・
天
皇
）
と
応
用
さ
れ
る
。
ま
た
直
方
は
人
物
評
価
を
通
し
て
、
人
欲
・
情
の
否

定
の
み
な
ら
ず
、
理
に
沿
っ
た
判
断
を
下
す
た
め
に
は
、
そ
の
理
を
示
し
て
い
る
聖
学
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
全
体
を
通
し
て
直
方
は
、

事
に
当
た
っ
て
は
理
で
き
ぱ
き
、
そ
の
処
断
は
例
え
ば
日
本
又
は
中
国
に
偏
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
な
私
論
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、

ま
た
自
身
の
判
断
を
保
障
す
る
道
を
学
ぶ
手
段
は
現
状
で
は
儒
学
し
か
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
立
場
の
客
観
性
を
保
と
う
と
苦
心

し
て
い
く
と
い
う
構
造
の
上
に
立
っ
て
い
る
も
の
だ
と
考
察
で
き
る
。
闇
斎
は
中
国
の
道
と
日
本
の
道
を
、
「
蓋
し
宇
宙
唯
だ
一
理
な
れ
ば
、

（お）

則
ち
神
聖
の
生
る
る
は
、
日
出
る
慮
、
日
没
す
る
慮
の
異
な
る
と
雄
も
、
然
れ
ど
も
其
の
道
、
自
ら
妙
契
す
る
者
有
り
て
存
す
」
と
、
「
妙

契
」
と
い
う
手
段
を
取
る
。
そ
れ
に
対
し
て
直
方
は
、
「
｛
工
由
の
間
一
理
の
み
。
固
よ
り
容
に
二
道
有
る
べ
か
ら
ず
。
儒
道
正
し
け
れ
ば
、

則
ち
神
道
邪
な
り
。
神
道
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
儒
道
邪
な
り
。
正
に
従
へ
ば
則
ち
邪
よ
り
離
れ
、
邪
に
従
へ
ば
則
ち
正
よ
り
離
る
。
山
豆
に

ふ
た

（出）

雨
つ
な
が
ら
従
ふ
の
理
有
ら
ん
や
」
と
応
じ
て
い
る
。
直
方
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
「
宇
宙
の
聞
の
一
理
」
で
あ
り
、
そ
の
理
を
示
し
た

童
日
が
経
書
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
儒
学
、
特
に
朱
子
学
を
媒
介
と
し
て
理
を
追
求
し
、
そ
れ
に
保
障
さ
れ
た
文
字
通
り
「
合
理
的
」
判
断
を

冷
静
に
か
つ
客
観
的
に
行
う
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
理
」
は
聖
賢
の
一
言
に
よ
っ
て
人
々
に
一
不
さ
れ
て
い
る
た
め
、
経
書
か

ら
道
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
こ
の
問
題
は
直
方
の
学
問
論
へ
と
連
結
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

〔注〕
（1
）
直
方
門
人
の
稲
葉
黙
斎
も
、
「
佐
藤
子
の
学
、
酵
熟
に
し
て
一
点
も
朱
子
と
違
ふ
処
無
し
。
先
君
子
、
之
を
伝
へ
て
、

一
事
も
差
は
ず
。
（
佐
藤
子
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之
撃
。
酵
熟
無
一
黙
輿
朱
子
違
慮
。
先
君
子
惇
之
。
不
差
二
宅

0

）」（
「五
豆
字
源
流
』
渡
辺
予
斎
編
、

「日
本
儒
林
叢
童
旦
巻
三
所
収
）

（2
）
以
下
第
一
章
の
書
名
な
し
の
引
用
文
は
、
「
湯
武
論
」
（
「増
訂
佐
藤
直
方
全
集
」
巻
一
、
五
二
一
頁
1
、
「報
蔵
録
』
巻
十
六
）
を
底
本
と
し
、

「日

本
思
想
大
系
訂

蔵
録
』
よ
り
引
用
し
た
も
の
は
す
べ
て

「増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
（
一
九
七
九
年
、
日
本
古
典
学
会
編
、
以
下
「
全
集
」
と
略
す
）
に
よ
る
も
の
で

山
崎
闇
斎
学
昌
二
九
八
O
、
岩
波
書
店
、
二
一
六
頁
ょ
に
所
収
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
適
宜
比
較
し
て
引
用
し
た
o

な
お

車

あ
り
、
引
用
文
中
の

）
は
筆
者
に
係
る
。

（3
）
崎
門
学
派
内
に
お
け
る
湯
武
放
伐
論
を
め
ぐ
る
議
論
を
扱
う
研
究
と
し
て
、
丸
山
真
男
氏
の
「
閤
斎
学
と
閤
斎
学
派
」
（
日
本
思
想
大
系
白
山
崎
閤

斎
学
派
』
所
収
）
が
あ
り
、
と
の
争
点
を
皇
統
の
正
統
性
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
学
派
内
で
議
論
を
交
わ
し
た
と
い
う
崎
門
学
派
の
特
色
を
指
摘
し
て

い
る
。

（4
）
「
享
保
二
年
丁
酉
九
月
十
四
日
夕
。
直
方
先
生
来
於
余
市
中
舎
。
語
次
及
湯
武
放
伐
之
事
。
其
論
卓
然
精
的
。
愛
先
儒
所
未
愛
。
大
概
謂
。
敬
義
先

生
。
主
張
文
王
泰
伯
於
湯
武
。
則
有
肢
其
徳
之
意
罵
。
是
神
道
之
絵
弊
耳
。
実
舜
湯
武
。
其
授
一
也
o

放
伐
非
所
欲
。
所
遇
之
時
然
耳
。
其
謂
未
差

益
口
者
。
亦
湯
武
何
以
有
所
未
重
量
宜
弓
特
不
可
以
矯
常
法
也
o

障害
諸
観
花
。
或
有
気
晴
日
喧
。
観
花
而
帰
。
或
有
偶
雨
赤
足
而
帰
。
雨
中
観
花
。
不
可

謂
之
重
量
晋
o

偶
雨
之
故
也
爾
。
雨
中
観
花
。
因
不
可
矯
常
法
。
湯
之
恥
徳
。
武
王
知
之
。
而
不
得
不
伐
。
文
王
泰
伯
。
骨
回
於
湯
武
之
時
。
鴬
湯
武
之
事
。
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亦
未
可
知
。
朱
子
於
中
庸
或
問
。
以
放
伐
矯
常
。
其
如
此
。
何
以
義
徳
之
優
劣
哉
。
但
時
之
国
境
o

道
之
権
。
不
可
矯
常
法
耳
。
此
論
愛
得
孟
子
之
意

甚
端
的
。
」
（
「黙
識
録
』
巻
四
、
為
学
二
）

と
の
記
事
は
、
直
方
が

「湯
武
論
』
を
作
る
享
保
三
年
二
七
一
八
）
の
前
年
の
も
の
で
あ
る
。

（5
）
直
方
は
「
討
論
筆
記
」
の
中
で
、
「
我
が
邦
に
儒
神
一
致
の
説
有
り
。
而
し
て
先
生
、
儒
を
尊
び
仏
を
憎
む
と
と
の
深
き
も
、
其
の
神
道
に
於
け
る

や
、
惟
だ
異
を
以
て
視
ざ
る
の
み
に
非
ず
し
て
、
我
が
国
の
道
、
尤
も
当
に
深
く
之
を
尊
信
す
べ
く
、
此
に
従
ふ
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
実
に
異
邦

人
の
子
に
し
て
、
其
の
父
母
の
子
に
非
ず
と
謂
ふ
に
至
る
。
（
我
邦
有
儒
神
一
致
之
説
。
而
先
生
尊
儒
悪
悌
之
深
。
而
其
於
神
道
。
非
惟
不
以
異
視
。

而
至
於
謂
我
園
野
道
。
尤
蛍
深
尊
信
之
。
不
知
従
此
。
則
賓
異
邦
人
之
子
。
而
非
其
父
母
之
子
罵
o
）
」
〔
「
討
論
筆
記
長
珊
山
崎
先
生
之
出
庭
）
」
（
全

集
巻
一
、
四
十
五
頁
、

「掴
組
蔵
録
』
巻
二
）
〕
と
取
り
上
げ
て
い
る
。

（6
）
以
下
と
の
第
二
章
の
書
名
な
し
の
引
用
は
、
「
中
国
論
集
」
（
全
集
巻
一
、
五
四
九
頁
下
段
1
、
「報
蔵
録
』
巻
十
四
）
を
底
本
と
し
、

「日
本
思
想



大
系
氾
山
崎
閤
斎
学
派
二
九
八

O
年
、
岩
波
書
店
）
』
四
二

O
頁
1
に
所
収
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
適
宜
比
較
し
て
引
用
し
た
。
引
用
文
中
（

は
筆
者
に
係
る
。

（7
）
「
サ
ア
レ
パ
、
五
口
国
ニ
生
レ
テ
、
五
日
国
タ
ト
ヒ
徳
不
及
ト
テ
、
夷
秋
ノ
賊
号
ヲ
白
ラ
ナ
ノ
リ
、
ト
カ
ク
唐
ノ
下
ニ
ツ
カ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
様
ニ
ヲ
ボ
ヘ
、

己
ガ
国
ヨ
リ
道
盛
ニ
行
ハ
レ
、
五
日
国
ヲ
他
国
ノ
ノ
リ
ト
モ
ス
ル
合
点
ナ
キ
ハ
、
皆
ガ
親
ヲ
イ
ヤ
シ
ム
ル
同
前
ノ
、
大
義
ニ
背
キ
タ
ル
者
也
。
況
ヤ
吾

国
天
地
ヒ
ラ
ケ
テ
以
来
、
正
統
ツ
マ
キ
万
世
君
臣
ノ
大
綱
不
変
ノ
コ
ト
、
コ
レ
一
一
一
綱
ノ
大
ナ
ル
者
ニ
シ
テ
、
他
国
ノ
不
及
処
ニ
ア
ラ
ズ
ャ
。
其
外
武

毅
丈
夫
一
一
テ
、
廉
恥
正
直
ノ
風
天
性
根
ザ
ス
。
コ
レ
吾
国
ノ
ス
グ
レ
タ
ル
所
也
。
中
興
ヨ
リ
モ
数
聖
賢
出
デ
吾
国
ヨ
ク
治
メ
パ
、
全
体
ノ
道
徳
礼
儀
、

何
ノ
異
国
一
一
劣
コ
ト
ア
ラ
ン
。
ソ
レ
ヲ
始
ヨ
リ
白
カ
タ
ハ
者
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
思
ヒ
、
禽
獣
ノ
如
ク
一
一
恩
ヒ
、
作
リ
病
ヲ
シ
テ
ナ
ゲ
ク
族
、
ア
サ
マ
シ
キ

コ
ト
一
一
ア
ラ
ズ
ヤ
o
」
〔
浅
見
綱
斎
「
中
国
排
」
（
「日
本
思
想
大
系
白
山
崎
闇
斎
学
派
』
四
一
六
頁
）
〕

（8
）
崎
門
学
派
内
の
中
国
論
争
に
つ
い
て
は
、
丸
山
正
男
氏
の
「
閤
斎
学
と
閤
斎
学
派
」
、
ま
た
清
水
則
夫
氏
の
「
綱
斎
、
直
方
、
良
顕
近
世
前
期
に

お
け
る
山
崎
閤
斎
学
派
の
論
争
に
つ
い
て
」
（
「東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
二
十
五
競
、
二

C
C
入
、
早
稲
田
大
挙
東
洋
哲
的
晶
子
舎
）
に
研
究
が
あ
る
。

（9
）
「日
本
思
想
大
系
白
山
崎
闇
斎
学
派
』
（
六
五
四
頁
、
丸
山
真
男
「
闇
斎
学
と
閤
斎
学
派
」
）

0

（
叩
）
直
方
は
晩
年
の
著
作
で
あ
る

「道
学
標
的
』
の
講
義
に
お
い
て
、
「
異
端
ア
ン
カ
ル
ガ
絶
撃
ヲ
継
ノ
任
ゾ
」
と
異
端
批
判
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
〔
「道
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学
標
的
講
義
』
第
九
条
講
義
（
全
集
巻
三
、
四
二
二
頁
下
段
）
〕

（
日
）
崎
門
学
派
に
お
い
て
は
、
講
義
口
授
に
よ
る
筆
記
史
料
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
閤
斎
の
著
作
態
度
が
「
述
べ
て
作

ら
ず
」
と
い
う
立
場
で
あ
る
ご
と
は
予
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
崎
門
学
派
の
学
問
の
極
致
は
、
師
弟
の
論
説
講
義
の
聞
に
お
い
て
明

ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
筆
写
し
た
莫
大
な
数
を
誇
る
筆
記
資
料
が
重
要
な
価
値
を
持
つ
ご
と
と
な
る
。

（
ロ
）
「
し
の
の
め
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
島
内
裕
子
氏
が

「佐
藤
直
方
と
徒
然
草
』
（
「汲
古
』
第
四
十
二
号
、
二
C
C
二
）
に
お
い
て
書
誌
学
的
な
面

か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
「
偶
議
俗
問
所
行
女
郎
花
物
語
、
而
見
聞
有
可
矯
婦
女
訓
戒
者
。
採
綴
以
鴬
一
冊
、
第
人
父
母
者
宜
致
思
云
o
」
〔
「
お
だ
ま
き
」
後
政
（
全
量
竺
、

三
七
七
頁
、

「掴
組
蔵
録
』
巻
七
）
〕

日
）
以
下
の
「
ふ
た
葉
」
に
関
す
る
引
用
は
、
全
集
巻

「掴
一
咽
蔵
録
』
巻
七
「
ふ
た
葉
」
を
底
と
し
、

「二
葉
集
』
九
州
大
学
坐
春
風
文
庫
蔵
（
坐
春
風



文
庫
＼
ω凹
＼
ミ
）
と
、

「直
方
先
生
二
葉
集
』
九
州
大
学
坐
春
風
文
庫
蔵
、
外
題

「愛
之
理
心
之
徳
』
（
坐
春
風
文
庫
＼
ω凹＼百
ω）
と
を
適
宜
参
照
し
、

引
用
し
た
。
と
の
「
ふ
た
葉
」
は
、

「曽
我
物
語
』
、

「平
家
物
語
』
、

「太
平
記
』
、

ヱ
口
野
拾
遺
』
か
ら
逸
話
を
抄
出
し
て
編
集
さ
れ
た
書
で
あ
る
。

（
日
）
「
小
学
嘉
言
、
楊
文
公
家
訓
日
、
童
稗
之
撃
不
止
記
請
。
養
其
良
知
良
能
、
骨
回
以
先
入
之
言
矯
主
。
日
記
故
事
、
不
拘
古
今
、
必
先
以
孝
悌
忠

信
礼
義
廉
恥
等
事
。
如
黄
香
扇
枕
、
陸
績
懐
橘
、
叔
放
陰
徳
、
子
路
負
米
之
類
、
只
如
俗
説
、
使
暁
此
道
理
、
久
成
熟
、
徳
性
若
自
然
失
o
」
〔
「
ふ

た
葉
」
（
全
集
巻
一
、

「掴
組
蔵
録
』
巻
七
）
〕

（
日
）
平
家
方
で
あ
っ
た
伊
東
祐
清
が
源
頼
朝
の
軍
に
捕
縛
さ
れ
た
際
、
以
前
に
祐
清
に
助
け
ら
れ
た
と
と
が
あ
る
頼
朝
は
、
祐
清
の
ム
叩
を
助
け
自
分
の

下
に
招
く
旨
を
伝
え
る
。
し
か
し
祐
清
は
「
頼
朝
に
仕
ふ
る
を
肯
ん
ぜ
ず
」
（
原
漢
文
）
と
い
う
態
度
を
変
え
ず
、
平
家
方
と
し
て
北
陸
道
の
合
戦

で
討
死
す
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
「
一
日
之
を
讃
み
て
感
有
り
。
標
出
し
て
以
て
之
を
児
童
に
一
不
す
」
（
原
漢
文
）
と

「曽
我
物
語
』
よ
り
抄
出
し

て
ま
と
め
て
い
る
。

（
げ
）
平
家
都
落
ち
の
際
、
源
頼
朝
は
自
身
の
思
人
で
あ
る
平
頼
盛
・
平
宗
清
を
自
分
の
許
に
招
い
た
。
そ
の
結
果
、
頼
盛
は
鎌
倉
方
に
下
る
も
宗
清
は

西
国
に
流
れ
落
ち
た
平
氏
の
者
達
の
ご
と
を
思
い
鎌
倉
側
に
下
ら
な
か
っ
た
。
そ
ご
で
直
方
は
、
「
歎
じ
て
日
く
、
無
道
の
世
に
し
て
尚
ほ
此
く
の

如
き
と
と
有
り
。
又
た
人
の
性
善
の
認
ふ
る
べ
か
ら
ざ
る
や
明
ら
か
な
り
。
学
者
宜
し
く
深
く
之
を
思
ふ
べ
し
」
（
原
漢
文
）
と
し
て

「平
家
物
語
』
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よ
り
抄
出
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
凶
）
鎌
倉
幕
府
側
の
武
将
で
あ
っ
た
安
東
聖
秀
は
、
討
幕
軍
の
新
田
義
貞
の
妻
の
伯
父
で
あ
っ
た
た
め
投
降
を
薦
め
ら
れ
る
。
し
か
し
幕
府
の
恩
に
背

く
と
と
は
で
き
な
い
と
、
討
幕
軍
側
の
招
き
を
断
り
自
害
し
た
。
「
太
平
記
載
す
る
所
の
勇
士
数
十
人
に
し
て
、
其
の
志
に
悪
む
無
き
者
は
、
安
東

入
道
を
以
て
最
た
り
と
為
し
。
世
の
身
を
武
門
に
立
つ
る
者
、
宜
し
く
深
く
之
を
思
ふ
べ
し
。
今
、
其
の
言
を
表
章
し
て
、
白
好
の
徒
に
輿
ふ
」
（
原

漢
文
）
と
し
て

「太
平
記
』
よ
り
抄
出
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
ω）
大
内
介
（
大
内
弘
世
）
は
南
朝
方
で
あ
り
な
が
ら
、
突
然
北
朝
側
に
心
変
わ
り
し
た
と
い
う

「太
平
記
』
の
一
条
か
ら
想
起
さ
れ
た
章
で
は
あ
る
が
、

そ
の
事
件
の
顛
末
に
触
れ
る
ご
と
は
無
く
、
そ
の
事
件
に
関
す
る
評
価
の
部
分
を
中
心
に
抜
き
出
し
て
い
る
。
「
一
日
偶
々
太
平
記
を
読
み
、
其
の

童
日
卑
阻
雑
乱
、
真
は
少
な
く
偽
は
衆
く
、
固
よ
り
論
ず
る
に
た
ら
ず
。
然
れ
ど
も
此
の
巻
の
記
す
所
の
、
人
心
は
軽
薄
に
し
て
士
夫
に
信
無
き
云
々
は
、

則
ち
今
日
に
感
ず
る
ご
と
無
き
に
は
非
ず
。
因
り
て
抜
書
し
て
以
て
学
友
に
与
ふ
」
（
原
漢
文
）
と
し
て

「太
平
記
』
よ
り
抄
出
し
て
い
る
。



（
却
）
「
ふ
た
葉
」
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
将
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
軍
記
物
よ
り
抄
出
し
て
ま
と
め
た
後
、
数
行
の
漢
文
に
て
直

方
が
評
価
を
下
す
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
楠
正
行
の
章
に
つ
い
て
は
体
裁
が
異
な
り
、
章
末
の
漢
文
に
よ
る

直
方
の
評
価
が
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
跡
部
良
顕
に
よ
る
正
行
の
章
の
み
に
係
る
政
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（幻）

「吉
野
拾
遺
』
は
、
作
者
、
成
立
年
と
も
に
未
詳
で
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
の
南
朝
の
人
々
の
逸
話
を
集
め
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
の
楠
正
行

の
章
は
、
そ
の

「吉
野
拾
遺
』
の
う
ち
、
高
師
直
が
排
内
侍
を
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
場
面
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
辺
）
「
北
畠
親
一
房
の
正
統
一
記
。
南
朝
の
正
統
た
る
を
論
ぜ
り
と
い
へ
ど
も
。
ひ
と
へ
に
嘗
君
の
衰
微
を
憤
り
。
足
利
家
を
悪
む
の
激
意
よ
り
出
る
の
み
に

し
て
。
推
て
上
世
の
正
統
を
た
ず
せ
る
事
な
け
れ
ば
。
是
も
亦
一
身
怨
怒
の
私
論
と
云
べ
し
。
親
房
も
庚
く
童
日
を
ば
譲
れ
し
か
共
。
経
理
の
学
に
う

と
き
人
な
れ
ば
。
天
下
公
共
の
義
理
を
た
f

す
に
意
な
し
。
撃
の
正
シ
し
か
ら
ざ
る
ご
と
か
な
し
む
べ
き
か
な
。
予
多
年
ひ
そ
か
に
是
を
憂
ふ
。
幸

に
先
生
の
明
断
を
求
む
。
先
生
予
が
い
ふ
所
を
然
り
と
し
。
正
行
が
事
を
志
る
せ
る
に
よ
り
て
。
吉
野
の
正
統
を
明
せ
り
o
」
〔
「
ふ
た
葉
」
（
全
集
巻
一
、

「報
蔵
録
』
巻
七
）
〕

（叫）

「湊
川
神
社
史
・
中
巻
（
景
仰
篇
）
』
（
一
九
七
八
、
湊
川
神
社
社
務
所
）
所
収
、
森
田
康
之
助
「
第
十
二
章

佐
藤
直
方
と
浅
見
綱
斎

l
特
に
“
靖
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（お）

「甘
雨
亭
叢
童
日
』
別
集
に
於
い
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
全
四
丁
。

献
遺
言

に
つ
い
て
」
四
O
五百ハ。

お
）
同
書
・
四
O
七
頁
。

（Mm
）
若
尾
政
希

「「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
、
近
世
政
治
思
想
史
の
構
想
』
（
平
凡
社
、
二

O
一一一）

一
二
七
頁
。

（
幻
）
同
書
・
一
二
九
頁
。

（
お
）
「
軍
談
筆
記
」
（
全
集
巻
一
、
二
八
八
頁

「胡
組
蔵
醤
巻
五
）

0

m
N
）
全
集
巻
一
、
四
十
七
頁
、

「掴
組
蔵
録
』
巻
二
。

（
却
）
「
摂
津
園
湊
河
。
楠
正
成
之
墓
石
。
水
戸
中
納
言
、
原
光
園
君
之
所
建
。
而
其
文
則
明
舜
水
所
著
述
也
。
惇
聞
舜
水
姓
朱
氏
。
晦
竜
夫
子
之
後
。
明
思

宗
帝
之
親
族
。
而
官
高
禄
厚
。
固
非
具
位
之
列
企
〈

0

然
崇
禎
年
中
。
思
宗
帝
。
鴬
逆
賊
李
白
成
被
害
。
賞
此
之
時
。
舜
水
不
能
伏
節
死
難
。
背
君
臣

図
。
旅
寓
於
肥
前
長
崎
。
源
君
聞
其
姓
名
。
招
之
鴬
之
矯
賓
客
。
明
亡
而
鴬
清
。
舜
水
遂
不
蹄

之
義
。
棄
親
族
之
恩
。
避
乱
全
躯
。
而
奔
走
子
我



於
我
因
。
而
埋
屍
於
他
土
。
則
可
謂
不
忠
不
義
之
人
失
。
使
朱
子
在
天
之
霊
視
之
鴬
如
何
。
矯
正
成
者
。
亦
山
豆
有
享
彼
之
稀
賛
以
鴬
慰
哉
。
夫
源
君
。

稀
揚
正
成
之
忠
如
此
。
不
識
舜
水
之
不
義
則
何
哉
。
世
儒
亦
徒
賞
其
記
論
文
詞
之
官
回
麗
。
而
不
斥
其
忘
君
失
身
之
醜
辱
。
時
可
悲
夫
爾
。
萱
讃
聖
賢

之
書
者
。
於
此
而
猶
不
燐
。
則
何
足
謂
之
島
ナ
者
乎
。
吾
輩
尤
所
宜
深
思
也
。
賓
永
二
年
仲
秋
日
。
佐
藤
直
方
書
o
」

（
訂
）
石
原
道
博

「朱
舜
水
』
（
一
九
六
一
、
吉
川
弘
文
館
）

0

（
沼
）
「
朱
舜
水
嘗
宗
国
持
亡
時
。
路
東
海
来
子
我
邦
。
直
方
先
生
作
文
非
之
。
余
一
議
安
積
某
所
作
舜
水
行
賓
。
其
来
子
忍
者
。
鴬
請
援
兵
。
似
有
一
義
。

不
輿
友
朋
死
於
邦
者
。
避
乱
一
生
不
仕
也
。
然
舜
水
明
之
宗
族
。
国
鴬
夷
所
滅
。
中
国
人
死
其
難
。
的
骨
回
無
所
逃
。
而
舜
水
道
子
東
滅
。
不
知
宗
国

之
亡
否
。
援
兵
不
可
求
。
蹄
子
中
国
。
結
綾
而
死
可
失
。
直
方
先
生
之
非
誇
。
終
不
可
這
失
。
余
閲
行
実
所
称
。
可
塑
霊
逼
有
才
力
之
人
而
己
o
」（
「黙

識
録
』
巻
三
、
為
学
一
）

（
お
）
「
直
方
深
責
朱
舜
水
見
宗
家
之
亡
、
逃
来
子
我
邦

0

・・・」（
「黙
識
録
』
巻
三
、
為
学
一
）

（
泊
）
井
上
哲
次
郎

「日
本
朱
子
的
晶
子
派
之
哲
息
子
』
（
一
九
O
五
、
冨
山
一
房
）
四
九
五
頁
。

お
）
「
或
疑
敬
義
先
生
、
重
任
儒
道
、
而
又
雑
信
我

邦
、
所
謂
神
道
者
。
晩
年
任
神
道
之
重
、
倍
於
儒
道
。
生
存
之
時
、
巳
白
抜
垂
加
霊
社
。
何
其
従

-104一

（
お
）
「
洪
範
全
書
序
」
（
「山
崎
闇
斎
全
集
』
巻
一
、
七
四
頁
、
「
垂
加
草
」
巻
十
）

子
正
之
不
純
一
乎
。
釘
目
、
宇
宙
之
問
一
理
而
己
。
因
不
容
有
二
道
失
。
儒
道
正
、
則
神
道
邪
。
神
道
正
、
則
儒
道
邪
。
従
於
正
則
離
邪
、
従
於
邪

則
離
正
o

山
豆
有
雨
従
之
理
乎
o
」
〔
「
討
論
筆
記
長
珊
山
崎
先
生
之
出
庭
）
」
（
全
集
巻
一
、
四
四
頁
、

「報
蔵
録
』
巻
二
）
〕


